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ビッグデータの拡がりと 

インフォプロ向け活用の実際 
                           １２月 11 日（金） １０：００～１２：００ (A 会場) 

                             

 「ビッグデータ」という言葉が、メディアを賑わせるようになって久しい。本来の定義

からみればペタバイトからエクサバイト級の非構造化データを効率よくどう処理するか

がビッグデータを取り扱うこととされるが、各方面に浸透していくなかで、良くも悪くも、

「今各自が扱う量より圧倒的に多量のデータ」をどう取り扱うか、という文脈をもって語

られるようにもなっている。あるいは、データ量の大小を問わず、蓄積、処理、分析の新

しい技術が常に必要であり、その解析を行う人材育成も求められる。本イベントでは、様々

な観点からのビッグデータの利活用の実際を聞き、多量のデータをどう集め、どう解析し、

どう生かすか、インフォプロの今後の活動に示唆を与えるものとしたい。 
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